
5
月
8
日
始
動

役
場
新
庁
舎

　　
令
和
3
年
3
月
か
ら
建
設
工
事
を

進
め
て
き
た
、
役
場
新
庁
舎
が
完
成
し

ま
し
た
。

　
完
成
し
た
新
庁
舎
は
①
災
害
に
強
く

安
全
安
心
の
拠
点
と
な
る
施
設
、
②
人

に
優
し
く
町
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
、

③
効
率
的
で
将
来
の
変
化
に
対
応
で
き

る
施
設
、
④
経
済
性
に
優
れ
環
境
に
配

慮
し
た
施
設
、
⑤
周
辺
の
環
境
と
調
和

し
た
施
設
と
い
う
5
つ
の
基
本
理
念
を

掲
げ
て
整
備
。
特
に
、
熊
本
地
震
か
ら

の
経
験
と
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
盤
と
建

物
を
切
り
離
す
こ
と
で
大
地
震
の
際
も

揺
れ
を
建
物
に
伝
わ
り
に
く
く
す
る

「
免
震
構
造
」を
採
用
す
る
他
、
非
常

用
発
電
機
や
貯
水
機
能
付
給
水
管
な

ど
、
災
害
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
供
給
停
止

時
も
3
日
間
の
機
能
維
持
が
可
能
な
設

備
を
整
え
、
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の

機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
上
に
は
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
、
照
明
設
備
の
一
部
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
な
ど
省
エ
ネ

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
1
階
は
、
東
側
の
入
り
口
か
ら
建
物

に
入
っ
て
す
ぐ
目
に
入
る
場
所
に
総
合

案
内
を
配
置
す
る
他
、
窓
口
利
用
が
多

い
課
を
集
約
し
、
表
示
を
色
分
け
す
る

な
ど
、
迷
わ
ず
適
切
に
案
内
で
き
る
よ

う
、
利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
つ

く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
教
育
委
員

会（
学
校
教
育
課
・
生
涯
学
習
課
）も

㊤㈱アミカテラ提
供の記念カップ
㊧㈱湖池屋提供の
ポテトチップス

交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス
か
ら

移
転
し
ま
す
。
ロ
ビ
ー
に
は
、
本
紙
3

ペ
ー
ジ「
益
城
の
が
ま
だ
し
も
ん
！
」で

紹
介
し
た
高
津
明
美
さ
ん
の「
阿
蘇
煌

然
」、
ミ
ナ
テ
ラ
ス
か
ら
移
設
し
た
岡お

か

嵜ざ
き

遥は
る

佳か

さ
ん（
安
永
2
町
内
）の「
ま
だ

夢
の
中
」を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
2
階
は
、
町
長
室
の
ほ
か
、
事
業
系

の
部
署
を
中
心
に
配
置
。
床
や
壁
、
吹

き
抜
け
部
分
に
町
有
林
・
県
産
木
材
を

活
用
し
た
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る

フ
ロ
ア
で
す
。

　
3
階
の
町
議
会
が
行
わ
れ
る
議
場

は
、
車
い
す
の
人
や
親
子
も
気
軽
に
傍

聴
で
き
る
傍
聴
席
を
配
置
。
議
場
内
も

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
自
然
光
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
明
る
く
開
放
感
の

あ
る
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
議
場
前
は
利
用
者
が
く
つ
ろ
げ
る

写真上段左から / 高津明美さんか
ら寄贈された「阿蘇煌然」/ 岡嵜遥佳
さんから寄贈された「まだ夢の中」
/ 岡嵜さん / 庁舎屋上の太陽光パネ
ル / 揺れを直接建物に伝えない免
震装置
写真下段 /1 階に集約した窓口
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災
害
に
強
く
、
休
日
も

楽
し
め
る
4
階
建
て
の
庁
舎
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